
4、

円七
O

れ
る
J

是
は
地
震
専
門
皐
者
に
よ

b
て
解
か
れ
な
け
れ
ば
な

ιぬ
問
題
と
思
ふ
。
(
大
正
十
四
年
入
月
廿
五
目
、

中
央
信
州

象
墓
に
於
て
)

大
正
十
四
年

七

月

七

日

岐

阜

附

近

の

地
，ョ手
厚乏

石
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・E

・
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見

一
?
緒
言

去
る
大
正
十
四
年
七
月
七
日
午
前
一
時
四
十
六
分
頃
美
濃
図
岐
阜
市
附
近
に
後
現
せ
し
強
震
に
就
き
て
少
し

く
調
査
じ
た
る
を
以
て
件
犯
に
-
記
述
し
以
て
諸
…
賞
の
御
数
一
不
を
希
は
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。

岐
阜
?
名
古
屋
市
地
方
が
害
℃
明
治
廿
四
年
十
二
月
二
十
八
日
濃
尾
大
地
震
の
震
源
に
隣
接
し
此
大
地
震
の
結
果
と
じ

て
地
表
に
今
も
向
大
地
鑓
の
跡
を
止
め
、
且
つ
乙
の
大
地
震
以
後
に
於
て
も
岐
阜
・
愛
知
腕
下
若
く
は
近
畿
地
方
は
屡
々

強
震
を
後
じ
本
邦
地
震
活
動
地
域
と
し
て
此
後
と
雌
も
決
し
て
注
意
を
怠
る
可
か
ら
ま
る
の
地
方
で
あ
る
。
今
回
の
強
震

々
央
の
四
聞
に
は
測
候
所
が
都
合
よ
く
存
在
し
て
所
謂
地
震
観
測
網
に
て
間
続

3
れ
隠
っ
て
是
れ
が
研
究
調
在
に
最
屯
妓

都
合
の
地
域
を
な
し
て
ゐ
る
。

調
査
に
就
い
て
は
此
地
方
の
測
候
所
諸
賢
の
厚
主
御
好
意
を
辱
し
て
其
地
震
記
録
紙
叉
は
詑
象
の
寓
異
潟
し
を
借
用
す

る
を
得
て
、
一
更
に
本
墓
に
於
て
再
び
是
れ
を
約
三
倍
大
に
撰
大
し
た
る
官
何
回
鼻
、
を
作

b
以
て
-
詑
象
各
部
の
請
取
ち
に
便
す
る

を
共
に
成
る
可
く
其
れ
等
"
の
精
確
な
る
値
を
求
む
る
事
を
得
る
様
に
努
め
た
の
で
あ
る
。



'
設
に
夫
れ
等
地
震
記
象
紙
を
拝
借
す
る
乙
と
を
直
に
快
諾
せ
ら
れ
し
諸
測
候
所
長
及
び
各
位
に
深
〈
戚
謝
す
る
と
同
時

に
詑
象
引
延
し
潟
異
の
作
製
に
闘
し
多
大
の
努
を
寄
ま
れ
ゴ
h
J
し
本
墓
地
震
係
員
高
田
，
黒
川
、
及
び
木
津
の
三
君
に
謝

す
る
次
第
で
あ
る
。

地
震
事
項
の
調
査
に
於
て
は
第
一
に
其
殺
現
の
位
置
を
正
確
に
判
定
す
る
乙
と
最
も
必
要
と
す
る
所
で
あ

る
。
過
る
大
正
十
二
年
の
関
東
大
地
震
の
如
き
大
規
模
な
る
烈
震
に
於
て
は
震
動
著
し
〈
大
に
し
て
怨
に
測
候
所
に
於
り

る
観
測
詑
象
は
地
震
計
の
測

b
得
る
能
率
以
上
を
越
へ
℃
地
震
詑
象
紙
よ

b
の
値
を
以
て
震
央
叉
は
震
源
を
論
ず
る
乙
と

が
頗
る
困
難
な
る
の
み
な
ら
ず
始
め
の
主
震
が
誘
殺
の
原
因
を
作
b
て
四
国
に
隣
接
せ
る
地
殻
の
卒
衝
を
打
ち
破

b
て
引

一
、
震
央

ぬ
-t

緩
舎
で
可
成

b
の
優
勢
な
る
第
二
第
三
の
地
震
叉
は
是
れ
に
件
ふ
地
援
を
生
ぜ
し
め
最
初
の
地
震
々
、
娠
の
四
閣
の
相
官

大
な
る
控
積
を
含
h
u
地
域
会
体
が
凡
て
震
源
た
る
肢
を
呈
し
随
℃
盆
々
始
め
の
地
震
の
後
源
結
の
精
査
剣
断
を
し
て
不
明

瞭
と
な
ら
し
む
る
こ
と
は
営
然
な

b
し
事
と
思
は
れ
る
。
即
ち
関
東
大
地
震
の
場
合
或
は
叉
今
回
の
強
震
と
殆
ん
ど
同
一

地
貼
附
近
代
そ
の
後
現
地
を
存
す
る
と
忠
は
る
、
明
治
二
十
四
年
の
濃
尾
大
地
震
に
於
て
も
共
の
地
震
報
北
口
等
の
詑
載
に

就
い
て
み
る
も
営
時
の
大
地
震
目
撃
者
は
地
震
振
動
の
中
途
よ
b
叉
は
地
震
に
引
緩
急
て
彼
の
有
名
な
る
大
断
層
の
地
援

を
次
第
に
生
じ
た
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

然
る
に
今
回
の
如

3
小
地
震
却
も
震
央
に
最
も
近
接
せ
る
位
置
に
あ
る
岐
阜
測
候
所
に
℃
強
震
(
m
m
き
方
)
(
震
度
階
絞

四
)
の
程
度
を
戚
じ
た
る
も
の
に
あ
b
て
は
各
測
候
所
地
震
許
認
象
も
皆
大
体
完
全
に
観
測
せ
ら
れ
し
を
以

τ是
れ
等
の

七



日
七
二

記
象
よ
A
M
論
争
べ

3
値
は
正
篠
な
る
も
の
な
る
を
信
宇
る
も
の
で
あ
る
。
震
央
を
一
求
む
る
の
常
例
た
る
地
震
記
象
紙
ょ

b

検
測
し
た
る
初
期
微
動
総
額
時
間
を
以
て
す
る
乙
と
は
今
暫
く
後
に
ゆ
ず
る
乙
と
、
、
し
先
づ
、
始
め
に
於
℃
は
詑
象
紙
の

値
じ
擦
る
こ
と
な
く
ミ

y
y
数
授
の
所
謂
ポ
λ

ト
カ
!
ド
‘
メ
ソ
ッ
ド
仁
よ
り
て
大
略
の
震
央
を
求
め
ん
が
た
め
今
各
測

候
所
管
内
町
村
の
人
体
戚
受
仁
よ
る
地
震
報
告
を
以
℃
第
一
国
の
如
く
に
某
れ
の
震
動
方
向
を
矢
を
以
て
し
震
度
張
と
報

告
あ
る
区
域
を
熱
線
の
ρ

ヅ
チ
に
て
現
は
し
て
み
る
、
而
し
て
園
よ
h
J
震
動
方
向
を
考
察
せ
ん
に
岐
阜

l
i彦
根
の
方
向

な
る
岐
阜
市
の
北
西
側
に
於
て
の
震
動
方
向
は
南
東
に
し
て
岐
阜
の
北
東
側
村
落
に
於
て
は
大
躍
の
向

3
南
西

l
l北
京

に
し
て
概
観
に
於
℃
岐
阜
市
の
北
東
附
近
を
基
と
す
べ

3
事
を
考
へ
得
ら
る

Q

叉
ニ
れ
等
振
動
の
方
向
中
或
は
地
震
に
伶

へ
る
地
鳴
の
響

3
し
方
向
を
混
じ
報
告
せ
.
る
も
の
あ
る
も
乙
れ
を
調
査
す
る
に
岐
阜
市
附
近
に
於
て
は
共
著
し

3
地
鳴
セ

南
々
東
へ
向
っ
て
響
き
行

3
し
と
云
ム
。

前
述
の
如
く
乙
れ
等
管
内
の
報
告
に
基
含
℃
判
断
せ
る
震
央
が
岐
阜
市
に
近
接
せ
る
北
々
束
叉
は
北
東
に
位
す
る
も
の

と
考
へ
ら
る
、
、
に
よ

b
更
に
此
等
の
管
内
.
人
身
戚
費
に
よ
る
振
動
方
向
が
賓
際
の
器
機
に
よ
る
精
密
記
象
と
果
し
て
符

A
口
す
可
き
哉
否
や
を
験
す
る
の
必
要
が
あ
る
。

乙
れ
等
の
震
動
方
向
な
る
も
の
は
地
震
計
詑
象
に
て
は
主
要
動
部
の
極
大
動
(

h

)

に
し
て
此
場
合
は
最
大
横
波
た
る

一S
の
振
動
方
向
に
し
て
其
方
向
は
震
央
に
向
ひ
賂
直
角
な
る
も
の
と
考
へ
ら
る
、
今
岐
阜
測
候
所
強
震
計
詑
象
紙
よ

b

こ
の
極
大
動
を
抜
測
す
る
に



南
方
へ
三
二
粍

東
方
へ
六
・
七
五
粍

週
期
一
・
三
秒

犯
し
て
是
れ
を
組
合
せ
た
る
最
大
振
動
は

南
六
五
度
東
へ
七
・
五
粍

を
な
b
て
み
苫
〈
岐
阜
測
候
所
に
於
げ
る
人
身
戚
血
買
に
よ
る
観
測
及
び
管
内
諸
町
村
の
震
動
方
向
と
一
致
す
る
を
み
る
。
今

簡
の
地
震
詑
象
紙
よ
b
鵡
る
に
岐
阜
測
候
所
詑
象
に
℃
は
極
大
動
は
極
め
て
規
則
正
し

3
一
往
復
振
動
を
な
す
を
み
る
、

隠
っ
て
人
躍
に
戚
貸
せ
る
も
の
も
可
成
b
間
違
な
く
共
振
動
方
向
を
一
不
す
ぺ
く
以
上
の
故
を
以
℃
せ
ば
管
内
報
告
振
動
方

向
其
他
は
可
成

b
の
正
確

3
を
有
す
る
も
の
な

b
と
思
p
戸
、
隠
っ
て
考
ふ
る
震
央
位
置
も
大
な
る
談
b
な
か
る
べ
し
と
思

は
れ
る
。
凡
地
震
に
際
じ
て
物
鰻
の
倒
る
、
方
向
は
大
概
に
於
℃
震
央
と
直
角
の
方
向
で
あ
る
。

叉
管
内
報
告
の
震
度
よ
り
み
る
比
其
震
度
強
と
あ
る
地
域
の
形
放
は
前
述
震
央
を
中
心
と
す
る
正
し

S
国
を
示
3
ゴ
る

は
元
よ

b
の
事
に
し
て
北
東

l
南
叉
は
南
西
へ
向
ひ
長
3
大
に
し
て
束
阿
側
は
是
よ

b
短
〈
(
琶
琵
湖
西
岸

)l(
中
部
日

本
ア

Y
プ
ス
商
賛
)
を
界
と
す
、
又
南
北
側
は
尾
張
渥
美
学
島
、
伊
勢
海
沿
岸
1

附
近
に
及
ぶ
、
即
ち
第
二
固
に
て
み
る

対
〈
こ
の
強
震
区
域
は
地
震
計
観
測
よ
b
せ
る
初
動
及
初
期
微
動
総
績
時
間
の
轄
向
固
(
後
章
に
述
ム
ペ
し
)
に
比
し
て

北
東
に
て
は
狭
く
南
西
方
向
に
於
て
撲
る
を
乙
と
を
知
る
、
地
質
問
問
中
的
に
は
乙
れ
殆
か
も
此
地
方
の
地
質
構
造
と
符
A
口を

一
夜
す
も
の
に
し
て
叉
後
代
述
べ
る
震
源
運
動
の
般
犯
よ
り
考
へ
で
よ
く
合
理
す
る
も
の
で
あ
っ
て
前
述
せ
し
如
く
考
へ
し

一
七
三



一
七
回
-

震
央
位
置
に
封
じ
支
一
障
を
来
す
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

J

本
地
震
の
被
害
と
し
て
伊
勢
海
沿
岸
な
る
四
日
市
市
街
代
℃
は
振
動
割
合
に
張
〈
同
市
中
の
戎
る
煙
突
の
倒
れ
し
も
の

友
ぴ
某
高
塀
一
の
破
損
せ
る
も
の
あ
b
し
と
一
去
ふ
も
元
来
同
市
街
は
‘
三
瀧
川
河
口
に
あ
っ
て
洪
積
層
、
か
狭
〈
第
三
組
居
の

，--.-
gト

間
に
挟
ま
れ
居
る
状
態
を
一
不
す
士
地
な
る
こ
と
よ
b
判
断
し
得
ぺ
く
震
央
に
近
、
3
と
の
詮
に
は
も
と
よ

b
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
叉
震
度
区
域
を
園
、
に
よ
A
Y

て
み
る
も
強
震
直
域
内
に
て
震
央
の
北
東
の
測
が
南
方
側
の
同
一
距
離
に
あ
る
伊
勢
湾

沿
岸
の
地
方
に
比
し
著
し
く
弱
き
理
も
叉
地
質
的
に
営
然
の
結
論
に
し
て
且
つ
叉
後
輩
に
記
載
す
る
震
源
に
作
用
せ
る
地

震
原
動
力
の
作
用
朕
態
に
も
因
す
ぺ

3
筈
で
あ
る
。
試
み
に
前
記
岐
阜
測
候
所
強
震
計
詑
象
よ

b
検
測
せ
る
最
大
動
に
よ

多
今
回
の
地
震
の
同
測
候
所
に
於
け
る
最
大
加
速
度
を
算
出
せ
ん
に
.
前
記
の
如
く
同
所
の
最
大
動
は
比
較
的
規
則
正
し

酔

え

〉

・

2
回∞
.5

〆

含
一
回
の
往
復
振
動
を
な
す
を
以
て
翠
一
段
運
動
の
一
部
と
七
て
普
通
の
如
く
P
1
1
4
っ
I
H
-
-割
引

ー

し

て
算
出
し
得
る
も
の
と
せ
ば
毎
秒
毎
秒
約
九
十
ミ
ク
メ
!
ト

w
と
な

5
て
此
の
値
の
み
が
果
し
て
地
震
破
壊
力
営
示
す
も

の
な
λ
y
せ
ば
元
よ

b
岐
阜
附
近
に
何
等
被
害
を
輿
ヘ
ゴ
る
は
営
然
の
乙
乏
で
あ
る
。
、

・
次
に
詑
象
紙
上
に
於
け
る
主
夏
部
の
振
動
方
向
に
就
い
て
見
る
に
岐
阜
測
候
所
詑
象
紙
は
前
惑
の
如
く
其
の
最
大
振
動

の
向

3
.か
前
詑
震
源
と
直
角
の
方
向
に
向
へ
る
が
他
の
測
候
所
に
於
℃
は
如
何
な
る
か
を
考
ふ
る
に
元
来
震
源
を
距
た
る

に
従
っ
て
共
の
距
離
に
-
比
例
し
て
地
震
計
詑
象
は
次
第
に
不
明
瞭
と
な

b
殊
に
其
主
要
動
は
他
の
影
響
に
よ

b
て
撲
差
を

含

U
ぺ
〈
依
一
定
、
近
地
地
震
に
℃
は
極
大
主
要
動
と
同
一
な
る
性
質
を
有
す
る
と
考
へ
ら
る
、
初
期
微
動
の
終
b
に
し
て
主



要
動
の
始
め
な
る
主
要
動
初
動
一

s…tf
夫
一
々
の
測
候
所
詑
象
紙
よ

b
議
み
取

b
し
に
明
瞭
な

b
し
も
の
を
掲
じ
れ
ば
第
一

表
の
如
(
で
あ
る
‘
此
の
震
波
は
陣
性
横
波
な
る

S
に
し
て
然
か
も
震
源
よ

h
最
短
の
路
を
遁
過
し
来
る
べ

3
の
性
質
の

も
の
な

b
と
せ
ば
此
振
動
の
方
向
は
夫
々
の
測
候
所
在
震
源
へ
の
方
向
色
直
角
を
な
し
て
振
動
す
ぺ

3
も
の
で
あ
る
。

そ:-~，.. 

第表

沼大入京彦津名岐測

古川候

屋阜所

主
要
動
初
動
の
方
向
及
び
振
幅
(
粍
)

北
二
・
三
三
'
れ
町
一
一
一
・
二
五

北
々
束
へ
‘
向
7

振
幅
不
明

南

0
・

四

四

束

0
・入

北
一
一
・

O

岡
三
・
六

北

0
・

九

八

回

0
・
四
五

北

0
・

五

八

四

0
・
六
四

南

0
・

一

九

東

0
・
0
八

南

0
・

三

二

東

0
・
二
一

週
期

(
秒
)

一
・
五

一S
波

津阪木都根

一・一・九

ご
・
四

此
の
表
の

ι
ベ
ク
ト
M
F

は
第
二
闘
に
が
、
て
結
線
の
欠
を
以
て
示
せ
る
も
の
に
し
て
前
詑
の
如
〈
考
ム
る
震
央
の
方
向
と
は
瓦

比
庶
角
を
な
し
然
か
も
岐
阜
測
候
所
の
も
の
は
最
大
に
し
て
前
に
仮
定
せ
る
震
央
の
大
、
過
な
舎
を
謹
す
る
の
一
助
と
な

る
Q

隠
っ
て
今
回
の
地
震
に
於
て
も
主
要
動
初
動
は
一
S

で
あ
る
宇
』
と
を
立
鐙
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
七
五
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こ
の
弾
性
横
波
に
て
は
初
期
微
動
の
初
動
的
ち
P
波
の
如
く
震
源
よ
hJ
或
る
距
離
に
て
共
振
幅
及
び
方
向
に
封
す
る
不

運
綬
線
の
部
分
は
不
明
瞭
の
も
の
、
如
く
に
し
て
其
振
幅
の
減
衰
度
は
震
源
距
離
の
自
乗
に
反
比
す
る
よ

b
も
更
記
念
激

代
表
ふ
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
此
の
授
精
の
大

3
は
震
源
の
運
動
の
方
向
に
関
係
を
有
す
る
も
の
の
様
で
あ
る
。

〔
第

問
中
の
初
動
の
，
ヘ
ク
ト

Y
の
大

3
ξ
主
要
動
の
初
動
(
結
線
の
矢
)
の
ぺ
グ
ト

Y
の
大

3
は
其
れ
を
番

3
現
す
単
位
か
等

し
・
く
な
い
〕

初
動
の
方
向

諸
測
候
所
詑
象
紙
を
践
大
し
て
そ
れ
よ
A

リ
初
動
方
向
を
験
測
す
る
に
確
保
貝
に
瞭
か
で
あ
っ
た
も
の
は
左
表

ぞ
あ
る
。

甲

演 京 稲津彦名岐 浪f

古
イ度
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乙

金柿沼伏入大

漆戸津木木阪

東
へ
一
二

東
へ
一
九

北
へ
一
四

東
へ
六
・
七

北
へ
ニ

北
へ
一
七

北
へ

0
・五

北
へ
三
三

東
へ
こ
ニ

南
へ
四
・
二

束
へ
一
・

西
べ
一
・

P 

下
方

-Aurwmm)

右
第
二
表
の
内
甲
は
初
動
乙
に
比
し
て
著
し
く
大
な
る
も
の
で
あ
る
、
之
れ
を
第
二
固
に
は
貸
線
の
矢
の
イ
ク
ト
Y
量
と

し
て
国
一
不
す
る
も
の
で
あ
る
。
辺

第
三
固
に
℃
各
測
候
所
の
位
置
は
夫
々
英
の
測
候
所
の
経
緯
度
に
よ
り
て
園
上
に
定
め
た
る
も
の
で
あ
る
に
よ

b
其
周

、

上
位
置
は
正
確
な
る
も
の
で
、
右
表
の
初
動
ペ
ク
ト
Y
の
値
を
-
記
入
す
る
に
固
に
℃
も
明
瞭
で
あ
る
様
に
岐
阜
、
名
古
屋
、

彦
根
、
津
、
一
澗
井
の
五
測
候
所
に
於
け
る
も
の
邸
ち
第
二
表
甲
の
も
の
は
非
常
に
理
想
的
に
岐
阜
の
北
東
約
十
粁
附
近
の

貼
に
於
て
相
交
叉
す
る
を
み
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
表
、
乙
の
も
の
は
多
少
の
偏
り
を
生
る
も
大
鰻
此
の
一
黙
に
向
つ

τ

ゐ
る
、
向
こ
の
初
動
は
後
に
詳
述
す
可
舎
も
表
甲
の
も
の
が
震
源
よ

b
直
接
に
京
市
る
一
P

波
な
れ
ば
其
方
向
は
震
源
を
正

し
〈
指
示
す
べ
〈
事
表
乙
は
P
波
な
れ
ば
蛍
然
多
少
の
偏

b
を
な
す
ぺ

3
筈
て
あ
る
。
叉
初
期
微
動
に
於
て
は
地
表
に
℃

そ
の
分
子
水
卒
動
の
た
め
に
魅
縮
の
場
合
は
上
方
へ
行

S
粗
波
の
来
る
瞬
時
に
は
下
が
る
ぺ
3
2
C
考
へ
ら
る
〉
を
以
て
よ

一
七
七
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下
動
は
地
表
代
て
前
者
或
は
後
者
と
一
致
す
る
夫
々
の
場
合
に
よ
り
上
下
動
の
貨
際
の
値

t
b
も
大
と
な
b
て
隠
っ
て
比

上
下
動
の
た
め
に
初
動
方
向
に
多
少
の
偏
差
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
、
叉
或
る
積
の
地
震
計
て
は
上
下
動
の
た
め

著
し
く
水
卒
動
振
子
を
乱
し
て
し
ま
ふ
様
な
場
合
あ
れ
ど
も
本
地
震
に
於
て
は
前
記
の
如
く
非
常
に
よ
く
震
央
の
方
向
を

示
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
更
に
後
記
す
る
如
(
震
源
の
幾
位
の
方
向
が
垂
直
の
方
に
は
少
な
く
水
卒
の
・
一
」
り
の
方
が
大
な

b

し
結
果
と
も
考
へ
得
ら
る
、
の
で
あ
る
、
兎
に
角
斯
様
に
初
動
方
向
よ
b
せ
る
も
の
も
前
に
考
へ
た
る
震
央
の
位
置
に
よ

〈
↓
致
す
る
乙
と
、
な
る
。

以
上
の
各
候
件
と
後
述
す
る
震
源
の
運
動
放
侃
等
を
考
慮
し
て
本
地
震
の
震
央
を
岐
阜
測
候
所
所
在
地
加
納
町
の
北
々

、句、

東
方
約
↑
粁
に
存
在
す
る
も
の
左
定
め
る
。
震
源
或
は
震
央
は
幾
何
血
中
上
に
於
け
る
一
黙
に
て
は
元
よ
り
非
ず
し
て
相
官

の
鰹
積
を
有
す
可

3
も
俄
b
k
英
中
心
を
一
知
ー
と
倣
す
ニ
と
は
本
地
震
の
如
き
小
地
震
の
相
場
A
口
に
あ

b
て
は
不
都
合
な
会

の
み
な
ら
ず
是
れ
が
調
査
上
の
取
扱
に
便
利
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
、
初
期
微
動
機
雌
績
時
間
今
回
の
地
震
が
震
度
大
な
ら
ず
英
人
館
戚
貸
の
区
域
、
東
方
は
沼
浄
附
近
を
限
b
西
部
は

徳
島
市
附
近
を
援
と
せ
る
の
程
度
に
過
ぎ
ゴ
る
を
以
て
震
央
よ

b
余
b
還
3
測
候
所
記
象
に
あ
b
て
は
位
相
不
明
と
な
つ

っ
て
居
る
。
次
に
諸
測
候
所
よ
b
奔
借
せ
七
詑
象
紙
か
ら
自
分
が
讃
み
取
b
て
明
瞭
に
し
て
何
人
も
直
に
肯
定
し
得
る
確

貨
な
る
も
の
を
左
の
第
三
表
と
し
て
掲
げ
る
。
記
象
は
三
倍
大
に
披
大
し
た
る
を
以
て
秒
の
十
分
一
位
の
値
ま
で
は
確
実

で
あ
る
と
信
ず
る
。
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。



マA
0
1

初
期
微
動
綴
緩
時
間
と
震
源
又
は
震
央
距
離
と
の
関
係
は
ミ
Y
ジ
数
授
の
研
究
以
来
諸
先
生
が
研
究
せ
ら
れ
殊
中
我

u

本
じ
で
は
大
森
博
士
は
深
く
研
究
せ
ら
れ
極
め
℃
便
利
な
る
「
大
森
公
式
」
を
賃
験
的
代
作
ら
れ
吾
々
地
震
観
測
に
従
事

す
る
者
仁
は
日
々
乙
れ
を
余
と
す
る
事
緩
め
て
多
大
て
ゐ
る
、
叉
輪
切
近
代
て
は
図
富
技
師
ぽ
本
邦
地
形
の
形
肢
に
よ

b
地

震
波
の
各
波
の
通
過
路
程
に
よ

b
夫
々
速
度
の
異
る
・
』
唱
と
を
接
見
せ
ら
れ
て
以
来
是
等
の
関
係
は
一
一
層
の
注
意
を
促
し
且

つ
蹄
性
論
よ

h
せ
る
理
論
的
方
面
と
共
に
現
今
に
於
て
過
渡
時
代
比
置
か
れ
つ
L
あ
る
9

3
て
本
地
震
に
於
り
る
初
期
微
動
一
線
績
時
間
ξ
震
央
距
躍
と
一
の
関
係
を
明
か
な
pu
し
な
る
矯
め
第
三
表
の
値
を
縦
座
椋

軸
に
前
記
震
央
よ

b
夫
与
の
測
候
所
迄
の
距
離
を
横
座
椋
軸
と
し
て
第
三
闘
を
作
る
民
固
に
で
み
る
知
(
之
等
の
座
標
は

極
め
て
よ
く
或
る
一
曲
線
の
上
に
乗
良
で
修
正
を
施
3
ず
し
℃
も
座
標
を
各
々
漣
ね
た
る
と
殆
ん
ど
等
し

3
如
き
の
観
が

あ
る
こ
は
初
期
微
動
と
な
る
蹄
性
縦
波
と
横
波
の
、
通
過
せ
る
地
層
が
複
雑
ー
な

b
し
じ
も
闘
ら
ず
本
地
震
の
場
合
に
が
、
℃
は

丁
度
速
度
の
差
相
殺
し
て
其
差
一
様
な
る
が
如
・

3
状
態
を
呈
し
た
る
も
の
な
る
べ

3
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

而
し
て
此
曲
線
を
視
る
に
震
央
よ
り
凡
そ
百
二
十
粁
附
近
に
於
℃
二
つ
に
匝
別
す
べ

B
も
の
な
る
べ
く
卸
ち

一
震
央
よ

h
百
二
十
粁
ま
で
の
曲
線
(
司
l
叫
)

二
百
二
十
粁
以
上
の
直
線

3
l叫
)

之

な

b

此
の
始
め
の
曲
線
を
震
央
距
離
と
の
関
係
を
数
式
に
て
表
示
す
れ
ば
卸
も
(
一
)
近
地
々
震
べ
百
二
十
粁
)
の
式
と
(
ニ
)

ぞ
れ
以
上
の
駅
隊
の
近
地
々
震
の
場
合
と
に
分
れ
、
，
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史
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可
う
き
遺
骨
湾
煙
隷
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パ
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三
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戸
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/
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L
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鴻

治

問

欝

(
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竺

〕

に
し
て
之
の
式
の
値
が
一
般
の
地
震
に
精
ぐ
遁
臆
す
る
も
の
に
て
は
元
よ

b
非
ま
る
も
本
地
震
と
深

3
E余
b
に
異
ら
ゴ

る
地
震
に
於
て
は
大
約
懸
用
し
て
支
障
無
か
る
べ
く
砂
〈
と
も
本
邦
内
陸
宥
く
は
そ
の
近
接
地
に
殺
を
し
地
震
の
多
く
の

場
舎
に
於
て
も
参
考
材
料
、
と
し
て
多
少
の
債
値
あ
る
べ
L
T
Y
-
-
)

思
ふ
り
叉
前
競
和
逢
皐
士
の
ヨ
返
地
々
震
」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

斯
様
に
此
の
曲
線
が
震
央
附
近
に
於
て
曲
率
を
増
す
事
は
、
す
で
に
ク
キ

1

へ
Y
ト
の
若
叉
は

3
1
ぺ
Y
グ
氏
の
茶
番

社
守
に
記
載
3
れ
て
明
か
な
事
貨
で
あ
る
。

叉
此
の
曲
線
が
百
二
十
粁
に
於
て
二
種
類
に
分
る
、
の
理
論
は
第
二
固
に
於
て
み
る
如
く
初
動
が
こ
の
少
し
く
以
前
の
所

に
於
て
不
運
績
の
区
劃
あ
る
事
を
見
℃
も
明
か
な
る
如
く
夫
々
遁
路
異
な
る
震
波
な
A
Y

を
云
ふ
の
詮
擦
に
し
て
、
即
も
始

の
波
は
欧
洲
に
て
は
す
ぐ
に
モ
ホ
ロ
ポ
チ
ッ
ク
氏
の
波
と
鵜
…
3
る一
P

及一
S

に
し
て
墓
長
岡
田
博
士
始
め
て
邦
語
に
て
紹

介
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
本
年
八
月
競
の
気
象
集
誌
に
和
遠
路
胸
中
士
若
「
但
馬
地
震
に
於
け
る
モ
ホ
ポ
チ
ヅ
ク
波
の
存

在
」
を
多
照
せ
ら
れ
た
い
。
今
回
の
地
震
に
て
は
震
央
距
離
九
十
粁
ま
で
の
初
期
微
動
縫
績
時
間
は
矧

i
叫
な
る
も
の
に
-

し
て
九
十
粁
以
上
の
初
期
微
動
縫
諸
問
時
間
は

]γ
ー
耐
と
な
る
。

λ 
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只
初
動
の
縛
方
固
に
て
は
そ
の
不
蓮
緩
の
距
離
が
震
央
よ
b
九
十
粁
附
近
に
存
す
る
も
此
の
曲
線
に
て
は
百
二
十
粁
の

所
に
て
始
め
て
不
漣
緩
線
ー
と
な
る
は
地
震
計
の
詑
象
上
に
此
の
不
注
績
が
現
は
れ
る
場
合
に
は
甥
論
止
か
ら
出
じ
た
場
合

よ
り
少
し
く
遅
れ
始
て
明
瞭
に
現
は
れ
る
矯
め
て
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

〆
菩
々
地
震
観
測
者
が
屡
々
大
森
公
式
を
震
央
に
接
近
の
測
候
所
に
て
も
一
様
に
用
ひ
て
同
会
式
の
異
債
を
疑
ふ
事
あ
A
Y
芝

せ
ば
同
博
士
の
矯
め
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
森
先
生
の
論
文
に
も
明
か
に
臼
は
れ
て
あ
る
如
〈
先
生
の
公
式

e

-

は
震
央
よ

b
も
率
ゐ
震
源
を
求
む
る
に
近

3
伎
に
し
て
同
先
生
の
卓
見
に
敬
意
、
を
禁
ず
る
龍
は
ゴ
る
次
第
で
あ
る
、
例

へ
ば
此
回
の
地
震
に
於
℃
も
岐
阜
測
候
所
の
初
期
微
動
縫
緩
時
間
四
秒
四
を
以
℃
大
森
会
式
の
近
地
式
を
用
い
ん
か
、

リー・

hS×
酔
・

h同

HH

∞ω・
吋
嶋
一
哨

と
な

b
て
震
央
が
岐
阜
よ
ι
リ
三
十
三
粁
の
水
平
距
離
に
あ
る
こ
と
、
な
る
、
叉
極
端
な

2

場
合
な
る
震
源
の
直
上
に
て
水
卒
距
離
零
な
る
震
央
に
於
て
も
第
四
国
の
曲
線
に
擦
れ
ば
初
期
微
動
四
秒
強
あ
b
て
随

っ
て

吋

-SXAR--s・ぷ
4

と
な
る
。
斯
の
如

3
は
極
め
て
瞭

D
3
っ
た
事
で
は
あ
る
が
頃
目
、
.
震
央
算
出
会
式

w

，
に
闘
し
て
他
所
よ
b
照
合
同
文
あ

b
た
b
と
の
事
な
れ
ば
煩
雑
を
も
顧
み
十
蛇
足
す
る
の
次
第
で
あ
る
。

二
震
源
の
深
さ

3
て
初
期
微
動
繕
緩
時
間
な
る
も
の
は
略
性
縦
波
と
横
波
と
の
速
度
の
差
な
る
事
は
一
般
に
承
認
・

3
る
と
こ
み
に
し
て
我
図
に
て
は
長
岡
博
士
、
下
日
部
博
士
が
掠
性
論
の
見
地
よ
b
本
邦
産
の
各
積
、
新
奮
の
岩
石
に
よ

b
て
賃
験
せ
ら
れ
し
'
縦
横
波
の
速
度
の
差
は
よ
く
是
れ
と
合
理
し
且
つ
此
の
速
度
は
等
方
穂
中
に
て
は
等
速
度
な
る
は
理

論
よ
よ
hJ
も
疑
い
な
い
と
と
に
し
て
大
森
博
圭
の
公
式
に
於
て
み
る
如
ぐ
等
速
度
な
る
一
次
式
て
略
示
3
れ
て
な
ぐ
て
は



な
ら
ぬ
何
故
な
ら
ば
縦
波

(
p
三
p
)
も
横
波

(
S
、一
S
)

も
加
速
度
を
?
も
た
ま
れ
ば
従
ひ
℃
そ
の
速
度
の
差
な
る
初
期

微
動
織
績
時
間
も
一
夫
式
印
も
直
線
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
的
ち
大
森
博
士
の
論
文
「
近
距
離
地
震
の
初
期
微
動
繕
緩

時
間
」
に
て
論
ぜ
ら
れ
て
あ
る
遁
λ

ソ
賃
験
せ
ら
れ
た
る
場
所
は
信
州
浅
間
山
に
じ
て
同
山
の
爆
殺
を
向
山
腹
の
観
測
所
、

噴
火
口
よ

h
夫
々
一
一
・
四
粁
五
・

O
粁
及
び
六
・
入
粁
の
三
ヶ
所
に
て
の
観
測
せ

3
れ
た
る
も
の
に
し
て
是
等
観
測
所
と
震

動
、
起
源
貼

t
限
定
3
れ
し
噴
火
口
と
の
垂
直
の
差
は
噴
火
口
の
方
が
略

0
・
四
粁
内
外
の
高
所
に
在
存
す
る
を
以
て
爆

殺
に
起
因
せ
る
震
動
の
墓
源
が
噴
火
口
の
多
少
下
部
に
存
在
す
る
と
限
定
す
る
も
山
腹
の
観
測
所
の
観
測
値
は
深
3
を
省

略
し
て
考
へ
得
ら
る
L
を
以
て
大
森
公
式
は
震
源
を
一
市
す
式
と
な

b
、
的
ち
震
源
距
離
と
初
期
微
動
の
長
き
と
は
一
次
式

を
以
て
一
不
3
る
こ
と
、
な
る
。
た
ピ
浅
間
火
山
山
腹
の
如

3
極
め
て
新
し

3
火
山
噴
出
物
の
盈
積
せ
る
地
層
の
表
面
を
通

過
す
る
震
波
の
速
度
は
‘
通
過
物
館
の
密
度
と
弾
性
・
率
等
に
よ
っ
て
異
る
普
遁
の
地
震
の
如
〈
地
下
相
営
の
深
所
に
起
源

結
あ
る
場
A
口
に
於
け
る
も
の
は
此
の
公
式
よ
ち
出
し
た
る
震
源
と
精
密
に
一
致
せ
ゴ
る
は
元
よ

b
ぐ
あ
る
。

3
て
P

S
等
は
加
速
度
な
き
に
よ

b
第
五
闘
の
震
央
距
離
と
初
期
微
動
縫
緩
時
間
と
の
関
係
式
を
示
せ
る
曲
線
の
部
分

は
若
し
深
3
の
値
を
入
れ
て
震
源
か
ら
の
距
離
と
の
聞
係
と
せ
ば
一
次
直
線
式
を
以
て
表
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
極

精
密
に
云
へ
ば
深
3
に
よ
っ
℃
速
度
の
差
は
あ
る
が
そ
れ
は
省
国
各
し
た
も
の
と
見
倣
し
て
も
支
障
は
な
い
。
)

今
本
地
震
の
震
源
の
深
き
を
種
々
に
m
限
定
し
て
見
る
、
例
へ
ば
本
時
報
第
二
鋭
の
「
東
京
湾
及
び
其
附
近
の
地
震
」
の

ん
十
九
頁
第
二
閏

i
b
し
て

e

考
察
し
て
深
さ
を
三
十
五
粁
ど
侭
定
し
各
測
候
所
迄
の
此
の
深
3
よ
l
y
の
距
離
は

一
八
三



一
人
四

大
(
削
指
間
混
同
V

ω

+

(

ぎ∞句読)川ー

を
縦
軸
に
採

b
て
闘
を
作
っ
て
み
る
。

の
関
係
よ
A
Y

求
め
て
日
疋
れ
を
横
座
標
軸
に
初
期
微
動
縫
緩
時
間
(
第
三
表
の
債
)

震
源
代
遅

3
測
候
所
に
て
ゅ
は
震
波
は
後
設
す
る
が
如
〈
震
源
よ
A
Y
最
短
距
離
を
遁
過
し
て
且
つ
此
の
遜
路
は
直
線
て
あ

る
と
見
倣
す
も
其
の
賓
際
の
遁
路
と
の
殻
差
は
僅
少
に
し
て
是
れ
を
省
略
し
℃
考
ふ
も
支
一
障
な

3
を
以
て
、
此
の
深
さ
三

十
五
粁
の
仮
定
が
真
に
遅

3
も
の
と
せ
ば
こ
、
に
採

b
し
座
標
の
各
々
は
前
詑
の
斑
論
に
よ
っ
℃
一
直
線
上
に
配
列
し
な

〈
て
は
な
ら
ぬ
。
邸
ち
此
の
方
法
は
震
源
の
深
3
を
種
々
に
仮
定
し
て
最
小
自
乗
法
に
依
A
Y
求
む
る
場
A
口
に
相
営
す
る
。

第
五
闘
は
此
の
撲
に
し
て
作
品

J

し
も
の
に
し
て
座
標
は
極
め
て
よ
く
一
直
線
上
に
配
さ
れ
て
ゐ
る
l

(

深
3
四
十
粁
と
し

て
の
座
標
を
採
っ
て
み
る
と
具
合
よ
〈
ゆ
か
な
か
っ
た
以
て
共
の
深
3
の
仮
定
の
大

3
過
ぎ
る
事
を
知
っ
た
)
其
故
に
今

回
の
地
震
に
於
け
る
震
源
は
地
下
三
十
五
粁
の
深
さ
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
る
。
是
の
深

3
は
本
邦
内
陸
叉
は
そ
の
近
〈

代
後
す
る
地
震
に
就
い
て
以
前
よ

b
他
の
方
法
に
よ
り
て
多
少
の
営

b
を
つ
け
ら
れ
し
値
な
る
三
十
粁
乃
至
四
十
粁
の
深

3
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
和
建
狙
撃
士
は
叉
初
期
微
動
機
綴
時
間
の
比
を
使
ひ
る
作
闘
に
よ
A
Y
本
地
震
の
深
さ
を
算

出
せ
ら
れ
し
に
此
の
伎
と
殆
ん
吉
会
〈
同
一
す
る
の
数
を
得
ら
れ
た
。

第
王
国
の
直
線
に
於
て
も
第
四
国
の
曲
線
に
於
け
る
様
に
震
源
よ

b
百
二
十
粁
附
廷
に
於
て
不
透
綾
の
直
線
と
な
る
印

ゆ
り
此
の
直
線
は
近
ぎ
方
に
て
は

b
n
∞・ぞ

三
U

円
営
法
察
側
討
議
濡
忍
亙
(
噂
)

に
し
て
.
震
源
距
離
百
二
十
粁
以
上
に
て
は

k
v
l
吋・ぞ

k
y
一
件
湖
箔
間
蒋
(
雫
)



で
現
は
!
得
る
も
の
で
あ
る
、
乙
の
不
漣
績
の
起
る
距
離
は
初
動
方
向
に
於
℃
は
第
二
固
に
て
結
線
の
周
に
て
現
し
た
る

も
の
に
相
営
す
る
も
の
に
し
て
毛
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
氏
の
総
へ
ら
れ
し
波
な
る
?
と
一
S
と
に
し
て
即
ち
こ
の
波
の
速
度
の

差
は
絞
'
に
て
は
初
期
微
動
縫
績
時
聞
と
な
る
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
後
の

b
u
吋
・
ぞ

の
値
は
一

s
k
p
と
の
速
度
と
な

る
こ
と
大
森
博
士
の
論
ぜ
ら
れ
し
公
式
と
略
ぼ
等
し
3
値
の
も
の
で
あ
る
。

地
震
の
深
さ
じ
就

3
て
は
古
来
震
動
の
射
出
角
却
も
縦
波
の
水
平
動
と
上
下
動
と
を
組
合
せ
て
求
む
る
訟
あ

b
し
も
此

の
方
法
は
快
結
を
有
す
べ
く
地
震
波
が
地
下
の
暦
か
ら
地
表
の
包
閣
に
近
づ

3
来
る
に
従
ひ
て
波
動
は
漸
次
に
垂
直
の
方
向

に
近
、
づ
会
℃
質
際
の
震
源
の
向

3
を一不

3
5
る
乙
E
C
L
、
波
動
が
地
表
上
に
置
か
れ
た
る
地
震
計
に
到
達
す
る
瞬
間
に
著

し
く
屈
折
を
な
す
ぺ

3
て
あ
る
。
第
四
固
に
て
も
今
回
の
地
震
に
て
岐
阜
及
び
彦
根
測
候
所
に
於
け
る
初
動
を
組
合
せ
た

る
も
の
と
震
源
の
方
向
と
は
格
段
の
差
を
示
す
こ
と
を
知
る
、
而
し
て
岐
阜
の
射
出
角
が
鈍
角
を
な
す
事
は
後
に
記
越
す

る
震
源
の
運
動
紋
態
に
よ

b
て
説
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

一
、
初
動
の
方
向
よ
り
み
た
る
震
源
の
愛
位
朕
態

前
述
の
第
二
固
に
就

3
て
み
る
に
震
央
よ
ι
リ
一
稲
井
市
仁
至
る
の
約

九
十
粁
の
宇
径
を
以
て
結
線
に
℃
示
せ
る
範
閣
に
於
て
は
初
動
大
に
し
て
此
れ
を
経
ゆ
れ
ば
非
常
に
著
し
く
小
と
な
b
且

つ
其
方
向
に
も
異
る
も
の
あ
る
'f
み
る
、
初
動
若
し

3
部
分
は
所
詰
毛
ホ
ロ
ポ
チ
ッ
ク
波
の
一
P

に
し
て
隠
っ
て
震
源
に

於
け
る
運
動
の
般
況
某
ま
、
を
一
不
す
も
の
に
:
し
で
即
ち
震
源
の
運
動
は
第
二
闘
に
於
℃
太
き
矢
代
て
一
不
す
が
如

t
岐
阜
の

北
東
方
が
津
、
名
古
屋
の
方
向
よ

b
魅
迫
を
受
け
且
つ
震
源
に
於
て
少
し
〈
陥
落
し
っ
、
一
臓
弁
の
方
向
な
る
北
西
方
に
し
』

白
人
五



一
八
ム
ハ

-
y
落
ち
た
る
も
の
に
し
て
岐
阜
の
初
動
の
割
合
に
小
な
る
と
其
の
向
舎
と
は
震
源
陥
落
の
作
用
が
北
京
へ
の
・
乙

b
の
作
用

一よ

b
も
著
し
く
小
規
模
な
る
を
示
す
も
の
な
る
べ
く
津
、
一
踊
井
の
初
動
が
他
よ
A
Y

も
大
な
る
の
狸
も
叉
し
」

b
の
運
動
が
大

な
る
を
立
-
諮
問
す
も
の
ぐ
ゐ
る
、
而
し
て
震
源
の
陥
溶
の
作
用
が
著
し
〈
小
に
し
℃
彦
根
の
距
離
に
歪
り
で
は
、
す
で
に
此

の
陥
落
の
勢
力
は
著
し
く
小
と
な
b
て
却
っ
て
震
源
の
東
及
び
南
東
側
よ

b
の
麿
迫
の
勢
力
及
び
と
り
の
勢
力
に
打
ち
消

さ
れ
た
る
も
の
と
考
へ
ら
る
、
更
に
一
八
五
頁
の
岐
阜
の
初
動
射
出
角
よ

b
み
る
も
叉
陥
蕗
の
作
用
は
小
な

b
し
を
立
議

す
る
も
の
で
あ
る
。
又
一
P

国
以
外
の
初
動
に
就
き
て
み
る
も
・
一
L
b
の
勢
力
大
な
る
北
西
側
の
金
、
棒
、
南
向
き
の
側
に
あ

る
八
木
、
演
松
の
初
動
波
P
波
は
一
P

波
と
同
一
の
向
会
を
一
不
す
も
其
他
の
初
動
の
方
向
は
互
に
反
野
な
る
こ
組
に
分
れ

「
京
都
、
大
阪
、
紳
戸
L
。
「
沼
津
、
飯
田
、
甲
府
、
高
山
、
長
野
」
二
群
を
表
は
し
て
居
る
.
而
し
て
是
等
は
前
述
の
震

源
の
運
動
朕
態
を
一
不
す
に
合
理
の
も
の
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
本
地
震
の
震
原
の
運
動
は
岐
阜
の
北
東
十
粁
附
近
の
地
殻
が
北
西
方
に
向
ひ
て
地
表
と
小
な
る
角
を
な

し
て
少
し
く
陥
落
し
つ
¥
横
と

b
を
し
た
る
べ
く
而
し
て
此
の
陥
落
は
横
L
L
b
に
随
伴
し
て
生
じ
た
る
も
の
に
し
て
主
な

る
愛
位
は
横
・
に

b
な
る
べ
く
且
つ
乙
の
運
動
は
西
方
へ
向
ふ
偶
カ
を
生
じ
、
之
れ
を
地
上
よ
A
Y

卒
面
的
に
観
察
し
見
る
と

き
は
此
の
横
・
一
」
b
の
運
動
は
北
西
方
よ

b
少
し
く
西
方
に
廻
轄
運
動
と
振
れ
の
現
象
を
な

L
て
藤
原
博
士
の
所
謂
地
殻
の

渦
動
の
運
動
を
口
王
す
事
第
二
闘
の
如
く
で
あ
る
‘
而
し
て
此
の
運
動
は
次
章
の
地
震
原
動
力
な
る
山
長
か
ら
の
歪
カ
の
作

用
方
向
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。



第
二
国
(
下
悶
)
は
震
源
に
於
け
る
運
動
を
想
像
せ
る
も
の
で
あ
る
。
且
つ
本
地
震
後
な
る
八
月
十
九
H
一
二
時
五
一
分

頃
に
も
涼
に
て
弱
震
震
度
三
な
る
地
震
を
戚
じ
、
其
震
源
は
津
ξ
名
古
屋
の
問
な
る
亀
山
町
に
存
在
す
る
は
今
回
の
地
震

に
て
津
の
方
面
の
初
動
大
な

b
し
之
と
よ

b
考
へ
て
も
此
の
方
面
の
地
殻
が
前
の
地
震
の
た
め
大
な
る
張
力
を
受
け
し
結

果
此
の
余
震
を
後
し
し
と
料
し
得
ぺ

3
も
の
と
思
は
る
。

一
、
今
回
の
地
震
の
原
動
力

前
述
の
如
く
今
回
の
強
震
が
第
二
国
の
如
く
南
西
、
南
、
南
東
方
よ
A
Y
歪
カ
を
受
け
し

結
果
と
考
へ
た
が
然
ら
ば
何
故
に
か
3

る
座
カ
を
受
け
つ
、
あ
る
か
を
考
へ
て
見
る
。
先
づ
地
質
固
に
よ
り
て
少
し
く
此

の
地
方
の
地
層
の
構
造
を
知
る
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
新
し

3
地
層
に
つ

3
て
は
暫
く
を

3
て
本
邦
の
摺
曲
山
美
と
し
℃

最
も
有
名
な
る
赤
石
山
脈
か
ら
紀
伊
牛
島
を
経
て
四
図
.
九
州
ま
て
一
一
連
を
な
す
山
美
を
形
成
す
る
山
骨
は
結
品
片
山
石
と

古
生
麿
に
し
℃
こ
の
山
骨
の
上
皮
に
中
、
新
雨
生
暦
が
成
層
な
す
は
地
質
問
唱
者
の
一
一
一
一
n
唱
ふ
る
庭
で
あ
る
。
此
の
外
本
邦
を

成
層
す
る
の
古

3
地
層
を
地
質
固
に
L

就
き
て
み
れ
ば
第
六
固
に
て
一
不
す
如
く
是
れ
は
日
本
の
地
鰭
構
造
を
一
不
す
も
の
に
し

て
東
北
地
方
か
ら
北
海
道
、
樺
太
に
掛
け
て
其
地
層
の
向
会
は
沿
岸
州
の
地
層
の
走
向
と
少
し
く
鋭
角
を
な
す
も
兎
も
角

(
明
か
に
併
走
し
、
叉
南
日
本
に
て
は
支
那
や
朝
鮮
牛
島
の
も
の
と
方
向
か
併
行
で
あ
る
、
然
る
に
本
州
中
部
の
赤
石
山

版
の
走
層
の
み
は
溺
b
前
-
詑
の
如
〈
近
畿
地
方
よ
A
Y
北
々
束
に
念
に
轡
司
曲
を
な
す
乙
冒
と
第
六
回
中
の
A

B
線
に
て
明
か
で

あ
る

9
近
時
地
質
患
者
併
に
地
球
物
理
患
者
に
肯
定
3
れ
つ
弘
、
あ
る

r

君。
m
8
2
氏
の
大
陸
西
方
移
動
設
に
よ
る
過
去
に
あ
b

一
八
七



一
八
八

し
陸
地
移
動
が
現
在
も
向
縫
緩
し
つ
、
あ
A
Y
と
は
測
地
皐
的
観
測
よ

b
も
之
を
肯
定
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
即
ち
地
質
時
代

の
年
数
に
て
現
在
の
移
動
位
置
を
除
し
た
卒
均
の
距

b
と
年
々
の
賓
測
の
移
動
の
値
と
大
な
る
差
は
な
い
と
稀
へ
ら
れ
る

又
是
等
の
椅
曲
山
蒙
の
作
用
は
現
今
も
街
休
止
せ
、
ざ
る
と
は
η
ノ
ヒ
ト
ホ

1
ヘ
シ
氏
等
の
論
中
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
六
園
の
A

B
の
地
層
轡
曲
が
何
れ
の
時
代
よ
A
Y
開
始
3
れ
し
や
元
よ
り
知
る
を
得
ゴ
る
所
な
れ
ぜ
」
も
現
今
も
命
此
の

祷
曲
が
止
ま
ら
や
常
に
或
る
作
用
を
な
し
っ
、
ぁ
b
Eと
見
倣
す
事
を
得
る
な
ら
ば
此
回
の
地
震
の
原
動
力
た
る
や
多
言
を

要
せ
ず
し
℃
明
か
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

即
ち
今
回
の
地
震
は
此
の
山
美
の
楕
曲
に
よ
る
歪
カ
に
因
す
る
と
考
へ
ら
る
る
も
の
ぐ
、
叉
後
記
す
る
明
治
二
十
四
年

濃
尾
大
地
震
の
有
名
な
る
断
層
の
向

3
は
是
れ
を
裏
書
き
す
る
も
の
て
は
あ
る
ま
い
か
。
又
本
地
震
の
副
因
た
る
気
魅
傾

度
の
方
向
は
後
記
す
る
が
如
く
此
設
を
肯
定
す
る
も
の
て
あ
b
、
前
章
に
述
べ
し
と
こ
ろ
の
初
動
方
向

I
b考
察
せ
る
震

源
の
運
動
朕
態
は
此
設
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
明
治
二
十
四
年
の
濃
尾
大
地
震
も
同
様
な
現
象
に
よ

b
て
起
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
次
章
に
て
之
れ
を
考
察
せ
ん
と
す
る
。

一
、
濃
尾
穴
地
震
の
考
察

大
地
震
後
或
る
年
聞
に
於
て
は
始
め
の
大
地
震
が
原
凶
を
な
し
て
所
謂
余
震
を
誘
起
す
べ

3
は
す
で
に
明
か
な
る
こ
'
乙
で
あ
る
が
今
回
の
如
く
例
へ
同
一
地
鮎
に
殺
現
し
た
る
地
震
な

b
と
錐
も
濃
尾
大
地
震
後
銃

に
三
十
余
年
を
経
過
し
た
る
を
以
て
本
地
震
が
先
志
の
大
地
震
が
直
接
の
誘
因
に
よ

b
て
援
せ
し
と
は
考
へ
ら
れ
、
ぎ
る
所

で
あ
る

0

・
前
-
浦
、
山
集
如
何
曲
の
歪
に
原
因
す
る
が
魚
め
先

3
の
濃
尾
大
地
震
も
ホ
其
の
震
源
的
使
位
が
本

M
の
も
の
と
同
一



の
運
動
吠
態
を
な
せ
し
こ
と
ど
考
へ
ら
る
、
を
以
て
第
八
固
に
営
時
の
振
動
紋
泌
を
一
不
す
闘
を
轄
載
す
る
。
先

3
の
大
地

震
営
時
は
今
日
の
如

3
探
機
観
測
に
よ

b
て
之
れ
を
明
に
す
る
の
途
な

3
も
第
入
国
中
の
最
大
隆
起
地
帯
と
最
大
陥
落
地

備
官
等
が
今
回
の
岐
阜
測
候
所
地
震
計
の
初
動
吠
態
及
び
其
震
動
方
向
等
よ
A
Y
み
℃
も
決
し
て
前
章
の
考
へ
と
不
合
理
ぐ
は

念
い
、
只
此
の
如
き
大
地
震
に
察
し
て
は
大
地
獲
を
生
ず
る
を
以
て
貸
際
の
震
動
方
向
を
戚
覚
す
る
に
設
A
Y
を
生
ず
る
乙

2
か
多
い
。
更
に
有
名
な
る
水
烏
断
層
は
南
は
美
濃
西
維
子
よ

b
北
々
西
に
二
十
里
徐
の
延
長
を
有
す
る
断
緩
線
に
し
て

庇
断
層
方
向
も
叉
前
述
の
山
品
目
祷
曲
の
向
3
E
不
A
口
理
な
く
然
か
も
此
水
鳥
断
層
に
沿
ふ
℃
東
北
部
は
沈
下
し
北
西
方
に

積、・一」
A
Y
を
伴
ぴ
叉
水
烏
村
根
尾
谷
に
て
は
南
北
に
遁
や
る
道
路
を
断
層
に
よ
て
切
断
せ
ら
れ
北
部
に
て
は
隆
起
す
る
こ
と

二
十
尺
に
達
し
叉
西
方
に
横
と

b
を
な
す
こ
と
十
三
尺
に
及
ん
で
ゐ
る
。

以
上
を
以
て
す
れ
ば
明
治
二
十
四
年
の
濃
尾
大
地
震
の
原
因
か
今
回
、
乙
会
く
同
一
に
し
て
何
れ
も
等
し
く
本
州
中
部
山

金
の
摺
曲
作
用
に
基
く
ぺ

B
こ
と
と
息
は
る
。
然
ら
ば
此
後
左
雌
も
此
向
島
実
務
曲
作
用
の
止
ま
ゴ
る
限
A
Y
は
濃
尾
地
方
は

均
今
も
常
に
こ
の
山
棄
の
歪
を
受
く
け
つ
、
、
あ
る
の
状
態
に
在
る
乙
と
を
考
へ
ら
る
の
て
は
あ
る
ま
い
か
。

此
地
震
の
原
動
力
は
前
設
の
如
し
と
し
斯
か
る
歪
力
を
受
り
つ
L
あ
る
地
殻
が
そ
の
蹄

て
気
塵
愛
動
の
及
す
効
果

作
家
の
極
限
近
く
に
達
し
っ
、
あ
る
の
時
若
し
他
の
外
力
の
作
用
が
加
は
ら
ば
直
に
鐙
位
を
な
す
は
考
へ
ら
る
、
と
乙
ろ

k
し
て
今
回
の
地
震
に
於
て
も
か
、
る
副
因
の
力
と
し
て
先
や
第
一
に
地
上
に
働

3
っ
、
あ
る
太
気
の
歴
カ
を
考
察
す
ぺ

3
で
あ
る
。

一
八
九



一
九
Q

七
日
午
前
六
時
の
天
気
園
を
み
る
に
第
九
回
の
如
く
震
源
の
北
西
側
は
気
麿
傾
耕
著
し
〈
念
に
し
て
高
座
部
は
前
白
よ

b
漸
次
東
北
東
に
移
動
せ
る
に
よ
b
震
源
な
る
断
層
と
卒
行
な
る
気
回
歴
傾
斜
に
よ
る
力
は
更
に
此
の
高
気
回
歴
の
移
動
に
よ

る
捻
れ
の
力
を
生
じ
此
等
の
カ
ム
」
震
源
に
於
け
る
別
表
の
如
き
は
一
岐
阜
測
候
所
前
日
よ
b
の
気
回
喧
日
升
騰
か
降
下
に
念
特
使
せ

る
衝
撃
が
蓋
一
一
し
此
の
地
震
後
一
現
の
一
一
分
力
と
な

b
た
る
も
の
と
岡
山
は
れ
る
。

本
地
震
の
殺
せ
る
臼
の
七
月
七
日
，
伊
勢
津
市
に
て
殺
行

3
る
冶
新
聞
紙
の
報
ず
る
EP--}

乙
み
に
よ
れ
ば
伊
勢
湾
沿
岸
は

潮
位
苧
常
よ
り
も
日
升
ま
b
℃
沿
岸
の
住
民
は
更
に
大
地
震
の
来
ら
ん
乙
と
な
さ
哉
を
恐
れ
し
と
云
ふ
詑
事
を
本
憂
へ
宛
℃

同
測
候
所
よ
b
塗
っ
て
来
ら
れ
た
ρ

叉
千
葉
牒
銚
子
測
候
所
長
技
師
前
田
直
吉
氏
、
は
房
総
宇
島
，
九
十
九
里
沖
叉
は
鹿
島

灘
等
に
楼
現
す
る
地
震
に
闘
し
銚
子
測
候
所
観
測
の
潮
位
に
よ
b
統
計
的
に
地
震
活
動
力
の
消
長
を
研
究
せ
ら
れ
た
。

是
等
は
恐
〈
は
気
麿
の
特
使
動
が
地
震
後
生
の
副
因
た
る
に
密
接
な
る
要
素
で
あ
る
の
詮
擦
ぐ
は
あ
る
ま
い
か
、
詑
し
て
数

を
乞
ふ
も
の
で
あ
る

Q

市
し
て
明
治
二
十
周
年
十
月
廿
入

H
濃
美
大
地
震
に
於
け
る
天
気
固
と
今
回
に
於
け
る
芯
の
と
を
比
較
し
て
み
る
に
中

-
央
気
象
墓
月
報
よ

b
常
時
の
天
気
闘
を
作
る
に
左
闘
の
如
く
等
し

3
等
麿
線
の
型
式
を
な
す
、
た
、
、
濃
尾
大
地
震
の
際
と

今
回
の
も
の
と
は
闘
に
て
明
な
る
如
く
低
麿
一
部
一
と
高
麿
部
の
位
置
が
皮
封
で
あ
る
、
隠
っ
て
岐
阜
に
於
け
る
気
座
の
前
日

よよ
y

の
昇
降
は
み
エ
〈
皮
針
て
あ
る
、
而
も
岐
阜
気
摩
日
々
の
竣
動
は
濃
美
大
地
震
の
方
今
回
よ

b
も
迄
か
に
大
で
あ
る
。

占
ー
忽
表
に
岐
阜
測
候
所
に
於
け
る
七
月
一
一
一
日
よ

b
の
値
を
掲
ャ
、



一
痔
都
内
問
一
}
潟
湯
川
J
E潜
警
防
減
、
関
社
(
+
吋
0
0
常
)

淘ElヤI1 刈e¥・ 同 国
E ι」 出 国 出

HαC2』D 1 cc= y 
a。ミdJ3 R CαヰムコT じσ。コョY t。

~ 
p' 

」一ーーーーーー一 一 一

α. C1LD Y 2 
。σ~可 。。コ可 000 1 1 t0Co T 1 σョ

ーら
ロ4

一 一
c:.n 

c-0z3 y 司 C品ゆY F。041 T 
01 i-' 

α時Dら 。c:.n 。
ロa

一

0-込汀Z z 
Cha E 001 1 。C4J3Y 1 CむC3T E 

lド・4凶』
σE 。 ロ-

一

-o h3 I E亡hO刀Z 。。C司司e むCtN3D 1 。0031 1 
ド・4

α= 
ロa

一 一 一

。olαD 4αC0 JュY σσCコp Y 0。時』3 1 ∞ 。>1:..司 bt44ロ22 ー

以
上
を
第
七
闘
の
如
〈
悶
一
不
し
℃
み
る
に
岐
阜
以
下
三
測
候
所
気
回
腔
の
昇
降
を
み
る
に
本
地
震
の
後
震
時
七
月
七
日
午

前
一
時
間
十
五
分
頃
よ
A
Y

二
書
夜
前
の
七
月
五
日
午
前
零
時
頃
若
く
は
そ
の
少
し
く
以
前
よ
ち
気
感
は
次
第
に
上
昇
の
一

迭
を
た

r
b岐
阜
に
て
は
地
震
前
約
二
時
間
学
な
る
七
月
六
日
午
後
十
時
の
観
測
に
於
て
七
百
五
十
入
粁
九
に
達
し
以
後

は
気
麿
少
し
〈
下
降
』
し
地
震
後
震
の
営
時
は
七
百
五
十
八
粍
四
に
し
て
他
の
二
測
候
所
比
一
於
℃
も
気
回
庇
昇
降
の
股
態
略
同

一
で
あ
る
。

火
山
の
噴
火
若
C
は
爆
殺
と
そ
の
地
の
気
回
松
山
肌
態
と
は
頗
る
密
接
の
関
係
あ
れ
ぢ
も
本
地
震
に
闘
し
℃
も
叉
驚
〈
程
、

九



九

筑
間
腔
と
の
関
聯
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
に
し
て
岐
阜
測
候
所
の
気
歴
よ

b
み
る
に
七
対
五
日
の
午
前
入
時
の
七
五
三
粍
四
よ

h
次
第
に
上
昇
し
、
即
丸
六
日
午
後
十
時
よ

b
は
少
し
く
気
座
下
降
し
直
に
地
震
殺
生
し
た
る
事
貸
よ

b
気
歴
頂
上
の
七

月
六
日
午
後
十
時
七
五
人
粍
九
と
の
之
の
気
臨
段
差
と
こ
の
念
獲
動
と
は
前
述
の
地
殻
歪
力
に
よ
っ
て
地
震
後
現
の
限
度
近

(
に
達
し
っ
、
あ
る
蹄
生
率
限
度
を
こ
ゆ
る
の
力
で
あ
ら
う
。
叉
第
入
闘
に
於
け
る
前
震
後
現
の
時
刻
も
叉
興
味
あ
る
も

の
で
あ
る
。

此
の
震
源
に
於
け
る
ん
一
筑
摩
特
使
化
の
外
‘
震
源
の
四
国
に
向
ム
気
回
腔
傾
度
を
如
何
と
す
る
に
此
の
気
麿
傾
度
の
最
大
の
向

き
は
前
節
に
で
述
べ
し
初
動
の
向

3
と
一
致
し
且
つ
震
源
が
受
〈
る
原
動
力
の
方
向
と
頗
る
A
口
斑
す
る
。
故
に
此
の
力
も

可
な

b
に
地
震
後
原
カ
を
捉
す
・
へ

3
も
の
な

b
と
考
へ
得
ら
る
で
あ
ら
う
。

楼
震
時
は
七
日
の
午
前
一
時
過
ぎ
な
る
を
以
て
前
日
の
六
日
の
卒
均
気
麿

I
b気
岡
崎
傾
度
を
求
む
る
に
震
、
源
は
岐
阜
附

近
な
る
を
以
て
岐
阜
測
候
所
の
気
岡
崎
は
震
央
に
於
け
る
も
の
と
見
倣
し
、
之
を
基
本
と
し
て
計
算
す
る
に
完
表
の
如
〈
な

4
0
0
 傾

度
の
最
大
な
る
は
左
表
に
示
す
が
如
〈
岐
阜
|
|
名
古
屋
線
に
し
て
其
他
の
も
の
に
あ
b
て
は
'
』
の
値
よ
hJ
若
し
く

小
て
あ
る
以
て
岐
阜

!
l名
古
屋
へ
向
ム
方
向
な
る
南
東

l
l北
西
に
受
る
之
の
気
懸
の
差
ょ
・
9
来
る
カ
が
重
要
な
る
副

図
の
作
用
カ
な
る
ぺ
〈
是
れ
は
地
震
の
初
動
方
向
と
一
致
し
殊
中
前
述
せ
る
本
地
震
の
原
動
力
と
し
て
作
用
す
る
山
集
歪

カ
の
方
向
と
会
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
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岐
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斯
の
如

3
5札
魅
特
使
動
が
其
他
の
地
震
に
於
て
も
有

b
し
か
を
調
査
せ
ん
に
(
こ
は
今
倫
調
査
中
に
し
て
詳
細
は
次
銃
又

一
九
三



一
九
四

は
気
象
集
誌
次
銃
に
て
述
べ
ん
と
す
〉
闘
に
一
不
す
如
〈
関
東
大
地
震
及
び
そ
れ
の
前
震
と
も
一
広
ふ
べ

3
大
正
四
年
六
月
二

十
H
の
相
模
慢
の
地
震
も
前
述
の
気
魅
鈴
鹿
動
に
関
漣
す
る
効
果
明
か
で
あ

b
o
更
に
大
正
十
三
年
一
月
十
五
日
の
丹
調
停
山

の
地
震
と
務

3
れ
し
地
震
及
び
そ
れ
と
殆
ん
ど
同
一
震
源
を
有
す
る
大
正
七
年
六
月
廿
六
日
甲
府
市
に
被
害
あ
b
同
市
の

水
道
を
破
損
せ
し
地
震
に
於
て
も
叉
明
か
に
此
闘
漣
が
あ
る
。

イ
y
ス
タ
ジ
!
論
の
如
く
地
殻
の
卒
衝
扶
態
は
極
め
て
不
安
定
の
も
の
と
せ
ば
気
回
栓
特
使
動
が
之
れ
に
及
す
効
果
は
可
な

b
銃
繁
な
る
も
の
に
し
て
地
震
後
現
の
宇
一
な
る
直
接
の
原
因
が
却
っ
て
気
魅
力
の
消
長
に
影
響
す
る
事
が
大
で
あ
る
と
考

へ
ら
る
、
本
文
を
草
す
る
に
L

就

3
て
は
岡
田
宮
室
長
併
に
本
肇
の
諸
先
生
の
御
指
導
の
深

3
を
謝
す
る
。

地

鳴

就

て

佐

藤

秀

ま住

本
年
五
月
二
十
三
日
午
前
十
一
時
十
分
頃
の
北
但
馬

i
l涼
居
山
沖
合

l
!の
地
震
は
激
動
と
共
に
可
也
強

3
一
音
響
を

伴
っ
た
。
乙
の
一
音
響
こ
そ
戸
一
障
子
等
建
築
物
の
震
動
よ
A
Y
生
ず
る
一
音
響
に
あ
ら
ず
し
て
山
谷
原
野
等
に
て
も
観
測
し
得
る

地
響
即
も
地
鳴
で
あ
る
と
と
は
嘗
時
似
馬
豊
岡
地
方
に
居
合
せ
た
人
々
に
聞
げ
ば
明
白
で
あ
る
。
斯
様
な
一
音
響
は
日
本
の

地
震
の
み
な
ら
?
外
闘
の
地
震
に
て
も
屡
々
伶
ふ
現
象
で
あ
る
事
は
彼
の
地
の
報
告
に
て
了
解
し
得
る
乙
と
で
あ
る
。
但

馬
地
震
以
後
七
月
四
日
四
時
二
十
一
分
頃
の
美
保
憾
の
地
震
及
び
七
月
七
H
一
時
四
十
六
分
頃
の
岐
阜
附
近
の
地
震
に
も
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